
制定

改15

（ 一報　   二報　   三報  ） 所    名　 札幌 ＳＣ 札幌北　　ST

発生日時 11 月　13 日   9 時　40 分頃

％

（災害発生状況）
 11/13  8：40 郵便局営業が土休日なので小林局長様に解錠、立ち会いの元、作業準備を進めた。
　09:00 止水栓漏水の埋設修繕のため、作業場養生と排気設備を準備して作業を開始した。
　09:54 小出ST長から、床はつりを進めていた際、埋設管を破損・漏水を発生させた。破損は床暖房

発 配管と判明し立会いの局長様がボイラー室の床暖房配管ﾊﾞﾙﾌﾞを全閉栓、止水完了。と報告
　10:10 ST長が現場へ到着。局長様へ謝罪、状況を確認。小林局長様から床暖房配管系統図を閲覧、

破損回路のみ停止させ残る回路を使用可能として作業は継続して進める提案で了承を得た。
　10:14 吉中SC長へトラブル発生、状況を報告した。
　10:54 吉中SC長から郵便北海道施設センター 下田様へ連絡するも不出。

生 　10:46 床暖の破損回路が２回路と判明できたので個別閉栓させ他回路により暖房機能を復旧させた。
　17:31 修繕依頼の止水栓漏水作業が完了。小林局長様に破損の一次対応後の暖房稼働を確認頂き

床暖復旧は11/15部材手配後の作業、床仕上げまでの日程を改めて通知することで了承、退局。
 11/16 09:00 床仕上げまで復旧し、局長様の立ち合いで引き渡しを完了した。完了書を郵送済。

状 （根本原因）
 ・はつり作業に際し、事前の埋設物図面・現地調査で、局長様への作業前説明で懸念通知を怠った。
　　※平面図のみ受領し埋設物は無いと先入観ではつり作業を開始した。局長は床暖配管を存知。
（再発防止策）
 ・床はつり作業や隠ぺい部解体作業等は、事前の図面・現地調査により作業を計画、施設管理者へ

況 　作業前に埋設物破損の懸念等のリスク説明を実施後に作業を開始すること。
作業員の氏名・所属会社名

作業形態

顧 ・幌向郵便局：小林局長様へ謝罪・顛末報告済。 ＜事の顛末→最終アクション(顧客対応)を記載＞

客 ・日本郵便北海道施設ｾﾝﾀｰ：下田様へ謝罪・報告  ・暖房配管、床仕上げ復旧まで居長様と連携
対 　した対応で完了させること。（復旧完了済）
応
そ
の
他

ST長 本社
SC長 ＳＣ
社長 一報のみ    次報あり   次報なし

＊速報時点で判明した事実のみでよい
＊発生後は、社長まで連絡すること（会社対応方針）

＊本帳票は、法律上作成義務があるため必要なものである。

傷病程度年齢 職種 所　属

発生時
連絡先

社長（不在時：技術調達部長､経営管理部長）
一報受付
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札幌北ST（ 1次)

590,000 円（税抜き）
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実施状況 済

事前説明の対象者

被　災　者　氏　名

SC長（不在時：ﾏﾈｰｼﾞｬｰ）

被災者 氏名 所属会社 山ヶ鼻正美

株式会社三立（2次) MY設備サービス （ 3次)
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H 7. 2. 22

H 27.6.15

報告書作成 11 月　16 日　09 時　00 分　

電話 0126-26-2050

小出遼太 SC,ST名 札幌北

2021/8/10～11/19 進捗率 20

210066848

　　労働災害  ・  第三者災害  ・  トラブル　　発生報告書　

発注者 日本郵便株式会社

工事名
岩見沢幌向郵便局
水道漏水調査修繕工事

工   期

請負額

工事番号

事前説明の実施日 2021/10/27

　家主　・　管理会社　・　近隣　・　店舗　・ 施設責任者　・

住　　　　　所

SC,ST長名

所在地
北海道岩見沢市幌向南1条
2丁目159



災害発生状況図（平面図）

漏水箇所は止水栓下部(埋設部)

はつり作業で破損させた床暖房配管（止水状態）

床暖房配管損傷個所



床暖房回路図

破損させた２回路を閉栓し他回路を稼働させる一次対応

床はつり箇所

閉止した床暖房回路

仕上げまで復旧完了


